
学校番号 412 

令和 3年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ 4 第 2 学年 

・Revised LANDMARK Communication English Ⅱ 
・Revised LANDMARK Communication English Ⅱ
予習ノート   

・Reading Flash Stage 1   
・システム英単語 ５訂版  
・リスニング問題集 ALL EARS 改訂版 スタンダード 
・英語の構文 80 UPGRADED 総合問題演習  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

コミュニケーション英語Ⅱは、英語を「読む」、「聞く」、「話す」、「書く」ための力をつける授業です。

英語の構造、語彙、文法を意識し、聴解や音読を繰り返し練習することで、話す・書く等の表現活動に

つなげます。積極的に英語を使った活動に参加しましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（４単位）及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・身近なトピック

について前もっ

て準備をしたメ

モを見ながら、理

由や具体例など

を添えて、短く説

明することがで

きる。 

 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

発表 

英語表現Ⅱ 

発表 

・身近な話題に関す

る説明や自分の意見

を既習の表現やつな

ぎの言葉やフレーズ

を活用して、書くこ

とができる。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

定期考査 

課題提出 

英語表現Ⅱ  

定期考査 

課題提出 

・ゆっくりはっき

りとした発話な

ら、日常的な事柄

や外国の文化・風

習に関わるなじみ

のない事柄でもそ

の概要を理解する

ことができる。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

ﾘｽﾆﾝｸﾞﾃｽﾄ 

英語表現Ⅱ  

ﾘｽﾆﾝｸﾞﾃｽﾄ 

・制限時間内で英文

全体の要旨を理解

することができる。 

・英文を精読するこ

とで、全体の要旨だ

けでなく、複雑で理

解しにくいところ

もきちんと理解す

ることができる。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

定期考査 

英語表現Ⅱ  

速読テスト 

3 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観点 
コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実施

方法 

 

コミュニケーションに関心を

持ち、「聞くこと」「話すこ

と」「読むこと」「書くこと」

の言語活動に積極的に取り組

み、コミュニケーションを図

ろうとしているかを評価でき

る方法で実施 

 

情報や意見などについて、英

語で話し合ったり意見の交換

をしたり、書くことができる

かを、CAN-DO リストの「話す

こと」「書くこと」の到達目

標を基準に評価できる方法で

実施 

 

英語を聞いて、情報や要点を

捉えたり、英語を読んで情報

や概念を捉えることができる

かを、CAN-DO リストの「聞く

こと」「読むこと」の到達目

標を基準に評価できる方法で

実施 

 

英語の仕組み、使われている言

葉の意味や働きなどを理解して

いるとともに、言語の背景にあ

る文化などを理解しているかど

うかを評価できる方法で実施 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 



4 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

( 8 時間) 

車椅子テニス
のルールを理
解する。 

国枝慎吾氏が
どのようにス
ランプを克服
したか理解す
る。 

一生懸命取り
組んでいるこ
とについて自
分の意見をま
とめる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

事物に関する説明文
を読んで、情報や考
えを積極的に理解し
ようとする。自分の
意見を述べたりし
て、積極的に自己発
信しようとする。 

車椅子テニスのルー
ルについて知ってい
る情報や理解したこ
とを積極的に発表す
る。 

車椅子テニスのル
ールについて知っ
ている情報や理解
したことを積極的
に話している。 

教室内での発話活
動を観察する。 

ワークシートを点
検する。 

 

「外国語表現の能力」 

英文の正しい強勢、
ｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝを理解し、
意味の区切りに気を
つけて教科書を音読
することができる。 

パートごとに教科書
の音読を複数回行う。 

英文の正しい強勢、ｲﾝ
ﾄﾈｰｼｮﾝを理解し、意味
の区切りに気をつけ
る。 

英文の正しい強勢、
ｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝを理解し、
意味の区切りに気
をつけて教科書を
音読している。 

教室内での音読活
動を観察する。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

 

「外国語理解の能力」 

教科書本文を読み、
内容を理解し、命題
となる質問に英語で
答えることができ
る。 

ワークシートを使っ
て各パートの命題と
なる質問に英語で答
える。 

教科書本文の内容
を理解し、命題とな
る質問に英語で答
えている。 

ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

スポーツ選手に求め
られる資質を理解す
る。 

完了形の分詞構文、
受動態の分詞構文に
ついて理解する。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

完了形の分詞構文、
受動態の分詞構文
について理解して
いる。 

小テストおよび定
期テストにおいて
知識が身について
いるかを判断する。 

Lesson 2 

( 8 時間) 

テッセイの仕
事内容を理解
する。 

テッセイの仕
事の特徴を理
解する。 

テッセイの仕
事への誇りに
ついて理解す
る。 

日本が世界に
対して誇れる
ことについて
意見交換をす
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

事物に関する説明文
を読んで、情報や考
えを積極的に理解し
ようとする。自分の
意見を積極的に自己
発信しようとする。 

テッセイの仕事につ
いて知っている情報
や理解したことを積
極的に発表する。 

テッセイの仕事に
ついて知っている
情報や理解したこ
とを積極的に話し
ている。 

教室内での発話活
動を観察する。 

ワークシートを点
検する。 

 

「外国語表現の能力」 

英文の正しい強勢、
ｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝを理解し、
意味の区切りに気を
つけて教科書を音読
することができる。 

パートごとに教科書
の音読を複数回行う。 

英文の正しい強勢、ｲﾝ
ﾄﾈｰｼｮﾝを理解し、意味
の区切りに気をつけ
る。 

英文の正しい強勢、
ｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝを理解し、
意味の区切りに気
をつけて教科書を
音読している。 

教室内での音読活
動を観察する。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

 

「外国語理解の能力」 

教科書本文を読み、
内容を理解し、命題
となる質問に英語で
答えることができ
る。 

ワークシートを使っ
て各パートの命題と
なる質問に英語で答
える。 

教科書本文の内容
を理解し、命題とな
る質問に英語で答
えている。 

ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

仕事に求められる資
質を理解する。 

強調のための倒置，
形式目的語の it につ
いて理解する。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

強調のための倒置，
形式目的語の it に
ついて理解する。 

小テストおよび定
期テストにおいて
知識が身について
いるかを判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

( 8 時間) 

セントバーナ
ード犬の救助
犬としての歴
史 を 理 解 す
る。 

売りに出され
るセントバー
ナード犬を救
うため、スイ
スの人々がと
った行動を理
解する。 

人間と親しい
関係を築く動
物について、
情報交換をす
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペアワークにおい
て、互いに協力しな
がら本文理解を深め
る。意見交換を通じ
て積極的に自己発信
しようとする。 

パートごとの内容に
対する理解を深める
作業をペアで行う。 

意見交換を通して自
己発信する。 

ペアワークにおい
て、互いに協力しな
がら内容理解を深
めている。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

ワークシートを点
検する。 

「外国語表現の能力」 

教科書の英文ＣＤに
あわせてｼｬﾄﾞｰｲﾝｸﾞ
することができる。
本文をﾊﾟｰﾄごとに読
んだ後で、要約の穴
埋めができる。 

教科書本文をシャド
ーイングする。 

各パートの終わりに
ワークシートで要約
の穴埋めをする。 

ＣＤにあわせてシ
ャドーイングをし
ている。 

予約の穴埋めがで
きている。 

教室内での音読活
動を観察する。 

ワークシートを点
検する。 

「外国語理解の能力」 

情報交換において、
クラスメートの意見
を理解することがで
きる。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を使
った、クラスメートの
意見を聞き取る。 

情報交換において、
クラスメートの意
見を理解すること
ができている。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

強調のための倒置、
形式目的語の it につ
いて理解する。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

強調のための倒置、
形式目的語の it に
ついて理解してい
る。 

小テストおよび定
期テストにおいて
知識が身について
いるかを判断する。 

Lesson 4 

( 8 時間) 

IT 業界とファ
ッ シ ョ ン 業
界、それぞれ
の革新者につ
い て 理 解 す
る。 

シャネルが考
案したファッ
ション品を理
解する。 

革新者であり
続けたシャネ
ルの原動力を
理解する。 

好きな革新的
人物について
エッセイを書
く。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

情報を積極的に理解
しようとする。本文
を読んだ後で、エッ
セイを通じて積極的
に自己発信しようと
する。 

パートごとに内容把
握のワークシートを
行う。 

好きな革新的人物に
ついてエッセイを書
く。 

情報を積極的に理
解している。エッセ
イを通じて積極的
に自己発信してい
る。 

ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

本文をパートごとに
読んだ後で、要約の
穴埋めができる。 

好きな革新的人物に
ついてエッセイが書
ける。 

各パートの終わりに
ワークシートで要約
の穴埋めを行う。 

好きな革新的人物に
ついてエッセイを書
く。 

要約の穴埋めがで
きている。 

エッセイが自分の
意見で書けている。 

教室内での音読活
動を観察する。 

ワークシートを点
検する。 

「外国語理解の能力」 

コミュニケーション
パートのリスニング
セクションの内容を
正確に聞き取ること
ができる。 

コミュニケーション
パートのリスニング
セクションを解き、内
容理解を深める。 

コミュニケーショ
ンパートのリスニ
ングセクションの
内容を正確に聞き
取ることができて
いる。 

ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

S+V+分詞、 

S+V+O+分詞、 

付帯状況を表す
with+O+C について
理解する。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

S+V+分詞、
S+V+O+分詞、 

付帯状況を表す
with+O+C につい
て理解している。 

小テストおよび定
期テストにおいて
知識が身について
いるかを判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

( 8 時間) 

なぜ人は恋を
するのかにつ
いての発表の
概要を理解す
る。 

子ども時代の
経験、遺伝子、
体内の化学物
質、それぞれ
を理由とする
３つの学説の
内容を理解す
る。 

興味のある学
説について意
見交換する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

情報や考えを積極的
に理解しようとす
る。意見交換を通じ
てコミュニケーショ
ンを図ろうとする。 

パートごとの内容に
対する理解を深める
作業をペアで行う。 

ペアでの意見交換を
通して自己発信する。 

情報や考えを理解
している。意見交換
を通じてコミュニ
ケーションを図っ
ている。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

ワークシートを点
検する。 

「外国語表現の能力」 

教科書の内容を理解
しながら、興味のあ
る学説についての意
見をまとめることが
できる。 

ワークシートに興味
のある学説について
の意見を英語でまと
める。 

興味をひかれた学
説について、英語で
適切に書くことが
できる。 

ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「外国語理解の能力」 

ﾘｽﾆﾝｸﾞｾｸｼｮﾝの内容
を正確に聞き取るこ
とができる。 

意見交換において、
ｸﾗｽﾒｰﾄの意見を理解
することができる。 

各パートでリスニン
グによる内容確認を
する。 

興味のある学説とそ
の理由についてペア
で発表しあう。 

ﾘｽﾆﾝｸﾞｾｸｼｮﾝの内容
を正確に聞き取っ
ている。 

意見交換において、
ｸﾗｽﾒｰﾄの意見を理
解している。 

ワークシートを点
検する。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

同格の that 節、 

疑問詞+do you 

think(+S)+V?につい
て理解する。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

同格の that 節、 

疑問詞+do you 

think(+S)+V?につ
いて理解している。 

小テストおよび定
期テストにおいて
知識が身について
いるかを判断する。 

Lesson 6 

( 8 時間) 

ガウディーと
サグラダ・フ
ァミリアの歴
史 を 理 解 す
る。 

外尾氏が述べ
る、ガウディ
ーの信条につ
い て 理 解 す
る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペアワークにおい
て、互いに協力しな
がら本文理解を深め
る。自分の意見を積
極的にまとめようと
する。 

パートごとの内容に
対する理解を深める
作業をペアで行う。 

意見交換を通して自
己発信する。 

ペアワークにおい
て、互いに協力しな
がら内容理解を深
めている。自分の意
見を積極的にまと
めている。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

ワークシートを点
検する。 

「外国語表現の能力」 

教科書音声をシャド
ーイングすることが
できる。 

教科書の内容につい
てエッセイを書くこ
とができる。 

各パートごとにシャ
ドーイングを行う。 

ガウディや外尾氏に
ついて自分の意見で
エッセイを書く。 

シャドーイングが
できている。 

自分の意見でエッ
セイが書けている。 

教室内での音読活
動を観察する。 

ワークシートを点
検する。 

「外国語理解の能力」 

コミュニケーション
パートのリスニング
セクションの内容を
正確に聞き取ること
ができる。 

各パートおよびコミ
ュニケーションパー
トのリスニングを通
して内容理解を深め
る。 

リスニングセクシ
ョンの内容を正確
に聞き取っている。 

ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

関係副詞の非限定用
法、if 節を用いない
仮定法について理解
する。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する 

関係副詞の非限定
用法、if 節を用いな
い仮定法について
理解している。 

小テストおよび定
期テストにおいて
知識が身について
いるかを判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

( 8 時間) 

硫黄島の戦い
や、栗林中尉
の作戦につい
て理解する。 

硫黄島から兵
士が家族に宛
てた手紙につ
い て 理 解 す
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

硫黄島について知っ
ている情報や戦争に
ついて考えているこ
とを積極的に発表す
ることができる。 

各パートを読む前
に、硫黄島について
知っている情報や戦
争について考えてい
ることをクラスメー
トに伝える。 

硫黄島について知っ
ている情報や戦争に
ついて考えているこ
とを積極的に発表し
ている。 

教室内での発話活
動およびペアでの
言語活動を観察す
る。 

ワークシートを点
検する。 

「外国語表現の能力」 

教科書音声をｼｬﾄﾞｰｲ
ﾝｸﾞすることができ
る。教科書の本文を
ﾊﾟｰﾄごとに読んだ後
で、要約の穴埋めを
することができる。 

教科書音声をシャド
ーイングする。 

各パートの要約を英
語でする。 

シャドーイングがで
きている。 

要約の穴埋めが正確
にできている。 

教室内での音読活
動を観察する。 

ワークシートを点
検する。 

「外国語理解の能力」 

ﾘｽﾆﾝｸﾞｾｸｼｮﾝの内容
を正確に聞き取るこ
とができる。 

ｸｲｯｸﾚﾋﾞｭｰやｺﾝﾌﾟﾘﾍﾝ
ｼｮﾝの問題を正確に
解ける。 

本文理解の後、ﾘｽﾆﾝ
ｸﾞｾｸｼｮﾝの内容を聞
き取る。 

ｸｲｯｸﾚﾋﾞｭｰやｺﾝﾌﾟﾘﾍﾝ
ｼｮﾝの問題を解く。 

ﾘｽﾆﾝｸﾞｾｸｼｮﾝの内容
を正確に聞き取れて
いる。 

ｸｲｯｸﾚﾋﾞｭｰやｺﾝﾌﾟﾘﾍﾝ
ｼｮﾝの問題を正確に
解いている。 

ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

譲歩を表す複合関係
詞、動名詞の意味上
の主語について理解
する。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

譲歩を表す複合関係
詞、動名詞の意味上
の主語について理解
している。 

小テストおよび定
期テストにおいて
知識が身について
いるかを判断する。 

Lesson 8 

(8 時間) 

今日のごみ問
題について理
解する。 

江戸時代の循
環社会につい
て理解する。 

「もったいな
い」について
意 見 交 換 す
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

情報を理解しようと
する積極性が身につ
いている。間違いを
恐れず環境問題につ
いて意見交換する。 

情報を積極的に身に
つけようとしてい
る。環境問題につい
て積極的に意見交換
ができている。 

間違うことを恐れ
ず、積極的に環境問
題について意見交換
している。 

教室内での発話活
動およびペアでの
言語活動を観察す
る。 

「外国語表現の能力」 

教科書音声をｼｬﾄﾞｰｲﾝ
ｸﾞすることができる。 

教科書本文と関連し
たﾃｰﾏについて考え、
意見交換することが
できる。 

シャドーイングがで
きている。 

与えられたテーマに
ついて意見交換がで
きている。 

シャドーイングがで
きている。 

与えられたテーマに
ついて考え、意見交
換ができている。 

教室内での発話活
動およびペアでの
言語活動を観察す
る。 

ワークシートを点
検する。 

「外国語理解の能力」 

江戸時代の循環社会
について、写真やグ
ラフで示されている
ことについて、読ん
だことを理解する。 

写真やグラフなどを
見ながら、本文の内
容を英語で説明す
る。 

江戸時代の循環社会
について、写真やグ
ラフで示されている
ことについて、読ん
だことを理解してい
る。 

発表と共に、ワーク
シートを提出させ、
その内容を取組状
況の判断材料とし
て活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

注意すべき関係代名
詞の非限定用法、独
立分詞構文について
理解する。 

 

 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

注意すべき関係代名
詞の非限定用法、独
立分詞構文について
理解している。 

小テストおよび定
期テストにおいて
知識が身について
いるかを判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ９ 

( ８時間) 

AI とは何かを
理解する。 

AI がもたらす
産業の効率化
について理解
する。 

AI の発展にと
もなう脅威と
人類との共存
について理解
する。 

AI の賛否つい
て意見交換す
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

事物に関するより専
門的な説明文を読ん
で、情報や考えを積
極的に理解しようと
する。 

パートごとの内容に
対する理解を深める
説明文を読む。 

内容把握の問いを解
く。 

情報や考えを積極
的に理解しようと
している。 

内容把握の問いが
解けている。 

ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

本文をﾊﾟｰﾄごとに読
んだ後で、要約の穴
埋めができる。教科
書の内容についてｴｯ
ｾｲを書くことができ
る。 

パートごとにワーク
シートの要約の穴埋
めをする。 

教科書の内容につい
てエッセイを書く。 

ワークシートの要
約の穴埋めが正確
にできている。 

エッセイが自分の
言葉で書けている。 

教室内での音読活
動を観察する。 

ワークシートを点
検する。 

 

「外国語理解の能力」 

ﾘｽﾆﾝｸﾞｾｸｼｮﾝの内容
を正確に聞き取るこ
とができる。 

ｸｲｯｸﾚﾋﾞｭｰやｺﾝﾌﾟﾘﾍﾝ
ｼｮﾝの問題を正確に
解ける。 

本文理解の後、ﾘｽﾆﾝｸﾞ
ｾｸｼｮﾝの内容を聞き取
る。 

ｸｲｯｸﾚﾋﾞｭｰやｺﾝﾌﾟﾘﾍﾝｼ
ｮﾝの問題を解く。 

ﾘｽﾆﾝｸﾞｾｸｼｮﾝの内容
を正確に聞き取る
ことができている。 

ｸｲｯｸﾚﾋﾞｭｰやｺﾝﾌﾟﾘﾍ
ﾝｼｮﾝの問題を正確
に解けている。 

ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

as if/though+仮定法 

助動詞+have+過去
分詞について理解す
る。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

as if/though+仮定
法、 

助動詞+have+過去
分詞について理解
している。 

小テストおよび定
期テストにおいて
知識が身について
いるかを判断する。 

Lesson１０ 

( ８時間) 

震災後の日本
を訪れたブー
タン国王夫妻
について理解
する。 

ブータンの地
理と歴史を理
解する。 

ブータン政府
のＧＮＨ政策
を理解する。 

ブータン人の
幸福感を理解
する。 

国民総幸福量
を上げるため
の策について
意見を交換す
る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペアワークにおい
て、互いに協力しな
がら本文理解を深め
る。意見交換を通じ
て積極的に自己発信
する。 

パートごとの内容に
対する理解を深める
作業をペアで行う。 

意見交換を通して自
己発信する。 

ペアワークにおい
て、互いに協力しな
がら内容理解を深
めている。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

ワークシートを点
検する。 

「外国語表現の能力」 

本文をﾊﾟｰﾄごとに読
んだ後で、要約の穴
埋めができる。 

教科書本文と関連し
たﾃｰﾏについて考え、
意見交換することが
できる。 

パートごとに要約の
穴埋めを行う。 

与えられたテーマに
ついてペアで意見交
換する。 

要約の穴埋めが正
確にできている。 

ペアで意見交換が
できている。 

ワークシートを点
検する。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

「外国語理解の能力」 

ﾘｽﾆﾝｸﾞｾｸｼｮﾝの内容
を正確に聞き取るこ
とができる。情報交
換において、クラス
メートの意見を理解
することができる。 

ﾘｽﾆﾝｸﾞｾｸｼｮﾝの内容を
正確に聞き取ること
ができている。情報交
換において、クラスメ
ートの意見を理解す
ることができている。 

ﾘｽﾆﾝｸﾞｾｸｼｮﾝの内容
を正確に聞き取る
ことができている。
情報交換において、
クラスメートの意
見を理解すること
ができている。 

ワークシートを点
検する。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

強調構文、 

副詞節中の S+be の
省略について理解す
る。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

強調構文、 

副詞節中の S+be の
省略について理解
している。 

小テストおよび定
期テストにおいて
知識が身について
いるかを判断する。 


